
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 社会 むずかしい こたえ なまえ

国土の自然災害 がつ にち

問題を よく 読んで 答えましょう。 めやす 15分

1 表を 読もう ② 36km = 36000m、36000 ÷ 60 = 600

海の 深さと つ波の 速さ(国の 資料から。数は およそ)

海の 深さ 5000m 500m 100m 10m

つ波の 速さ 時速 800km 時速 250km 時速 110km 時速 36km

① 海が 浅く なるほど、つ波の 速さは（ 速く ・ おそく ）なります。

② 時速 36kmで 進む つ波は、1分間に 600 m 進みます。

③ 深さ 5000mの 海での 速さに 近い ものは ウ です。

ア 自転車 イ 自動車 ウ ジェット機

2 きんきゅう地しん速報の しくみ ⑤ 大きな ゆれが とどく 前に 知らせる

地しんが 起きる → 地しん計が 小さな ゆれを とらえる →

気象ちょう が 計算する → テレビなどで 知らせる → 大きな ゆれが とどく

④ 図の □に あてはまる 言葉を 書きましょう。 気象庁 も ○

⑤ 「きんきゅう地しん速報は、地しんが 起きる 前 に 出される。」下線が 正しけれ

ば ○、ちがえば 直しましょう。 起きた 後

3 考えて 書こう 「陸の 近くでも 人が 走るより 速い」「見えてからでは まに合わない」が 書けて ○

⑥ 海岸の 近くで「つ波が 見えてから にげる」のでは いけないのは なぜですか。

表を もとに 書きましょう。

(例)海岸の 近くでも 時速 36kmと 自動車ぐらいの 速さが あり、人が 走るより ず

っと 速いので、見えてから にげても まに合わないから。

できた / 6もん
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